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） 

私
た
ち
は
今
日
こ
こ
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
四
五
回
「
信
教
・
思
想
・
報
道
の
自
由
を
守
る
宮
城
県
民
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

健
全
な
民
主
主
義
社
会
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
自
由
な
信
仰
・
思
索
と
批
判
的
な
言
論
・
報
道
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
し
ま
す
。
し
か
し
安
倍
政
権

は
、
私
た
ち
の
声
や
報
道
の
批
判
に
耳
を
傾
け
な
い
ま
ま
、
独
り
よ
が
り
の
政
治
を
続
け
て
い
ま
す
。
安
倍
首
相
は
、
森
友
加
計
両
学
園
問
題
の
責
任
追

及
を
か
わ
し
て
昨
年
九
月
に
自
民
党
総
裁
に
三
選
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
政
治
を
し
て
い
る
と
は
全
く
言
え
ま
せ
ん
。
沖
縄
で
は
、
玉
城

デ
ニ
ー
新
知
事
が
翁
長
前
知
事
の
遺
志
を
継
い
で
辺
野
古
の
埋
め
立
て
承
認
を
撤
回
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍
政
権
は
沖
縄
の
民
意
を
無
視
し
て
、

米
軍
の
新
基
地
建
設
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
戦
前
日
本
企
業
で
働
か
さ
れ
た
「
元
徴
用
工
」
た
ち
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
容
認
し
た
韓
国
の
大
法
院

判
決
に
対
し
て
は
、
歴
史
の
真
実
を
踏
ま
え
た
良
識
あ
る
対
応
で
は
な
く
、
逆
に
日
韓
関
係
を
損
な
う
反
応
ば
か
り
で
す
。
今
年
度
か
ら
小
学
校
で
教
科

と
し
て
の
「
道
徳
」
教
育
が
始
ま
り
愛
国
心
が
強
制
さ
れ
る
危
険
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
五
輪
・
万
博
と
い
っ
た
巨
大
事
業
や
、
高
価
な
戦
闘
機
の
購
入
・

事
実
上
の
「
空
母
」
導
入
と
い
っ
た
軍
備
増
強
に
多
額
の
国
費
を
つ
ぎ
込
み
、
ま
た
国
会
で
の
十
分
な
議
論
を
経
な
い
ま
ま
、
私
た
ち
の
命
を
支
え
る
水

道
事
業
の
民
営
化
（
外
国
資
本
の
導
入
）
や
外
国
人
労
働
者
の
人
権
を
無
視
し
た
受
入
拡
大
に
も
道
を
開
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
安
倍
政
権
の
政
治
は
、
日
米
両
国
の
軍
事
的
一
体
化
そ
の
も
の
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
「
改
正
」
へ
の
布
石
で
す
。
私
た
ち
の
意
見
を
無

視
・
抑
圧
し
な
が
ら
日
本
を
戦
前
同
様
の
軍
事
国
家
に
変
え
る
も
の
で
す
。
戦
争
放
棄
や
国
民
主
権
を
宣
言
し
た
日
本
国
憲
法
に
対
す
る
明
ら
か
な
挑
戦

で
あ
り
、
絶
対
に
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
「
強
い
態
度
で
臨
ま
な
け
れ
ば
問
題
は
解
決
し
な
い
」
と
か
「
自
衛
隊
が
憲
法
違
反
で
は
可
哀
そ

う
」
な
ど
と
感
情
に
訴
え
る
危
険
な
考
え
方
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
隣
国
と
の
信
頼
関
係
の
否
定
、
軍
隊
や
兵
器
の
保
有
が
戦
争
を
誘
発
す

る
の
で
す
。
そ
れ
が
歴
史
の
教
訓
で
す
。
私
た
ち
は
今
こ
そ
日
本
国
憲
法
の
理
念
、
信
教
・
思
想
・
報
道
の
自
由
の
大
切
さ
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
権
利
を
行
使
し
て
、
戦
争
に
反
対
す
る
姿
勢
を
は
っ
き
り
示
し
、
政
府
の
言
い
な
り
に
な
ら
な
い
姿
勢
を
貫
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
森
友
学

園
問
題
で
公
文
書
が
密
か
に
改
ざ
ん
さ
れ
て
い
た
事
実
を
ス
ク
ー
プ
し
後
に
新
聞
協
会
賞
を
受
賞
し
た
朝
日
新
聞
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
含
む
各
報
道
機

関
は
、
自
主
規
制
す
る
こ
と
な
く
政
府
に
対
し
て
批
判
的
言
論
を
展
開
す
べ
き
で
す
。 

私
た
ち
は
安
倍
政
権
の
暴
走
を
阻
止
し
ま
す
。
人
権
・
平
和
・
民
主
主
義
を
定
め
た
日
本
国
憲
法
を
護
り
ま
す
。
恐
れ
る
こ
と
な
く
言
論
と
非
暴
力
不

服
従
の
行
動
で
闘
い
ぬ
く
こ
と
を
、
改
め
て
誓
い
ま
す
。
そ
し
て
決
意
を
新
た
に
、
次
の
通
り
宣
言
し
ま
す
。 

 

一 

私
た
ち
は
、
今
日
の
「
建
国
記
念
の
日
」
に
反
対
し
ま
す
。
「
建
国
記
念
の
日
」
に
歴
史
的
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
帝
国
憲
法
下
に
お
け
る
天
皇

神
話
に
基
づ
く
「
紀
元
節
」
を
復
活
さ
せ
た
も
の
で
す
。
民
主
主
義
に
反
す
る
祝
日
で
す
。
現
在
の
「
日
本
国
」
誕
生
の
日
は
、
人
権
・
平
和
・
民
主
主
義

を
う
た
う
日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
で
あ
る
「
憲
法
記
念
日
」
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と
私
た
ち
は
確
信
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
国
民
の
「
知
る
権
利
」
を
は
じ
め
と
す
る
基
本
的
人
権
を
侵
害
し
、
国
民
主
権
の
否
定
と
戦
争
の
で
き
る
国
家
の
形
成
に
つ
な
が
る
武
器
輸

出
解
禁
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
安
保
関
連
法
（
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
）
、
沖
縄
の
米
軍
新
基
地
建
設
、
原
発
の
再
稼
働
、
「
共
謀
罪
」
に
反
対
し
ま
す
。

そ
し
て
緊
急
事
態
条
項
の
新
設
や
自
衛
隊
の
国
軍
化
な
ど
憲
法
改
悪
の
す
べ
て
に
反
対
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
首
相
や
閣
僚
に
よ
る
靖
国
神
社
や
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
、
靖
国
神
社
の
国
家
護
持
、
代
替
わ
り
に
乗
じ
た
天
皇
制
の
賛
美
と
強
化
、
政
教
分

離
原
則
に
反
す
る
動
き
や
、
天
皇
の
政
治
的
利
用
に
つ
な
が
る
動
き
に
反
対
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
公
立
学
校
そ
の
他
で
の
「
日
の
丸
・
君
が
代
・
元
号
」
の
強
制
、
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
、
教
育
に
対
す
る
政
党
・
行
政
の
不
当
な
介
入

や
、
教
育
の
民
主
化
を
妨
げ
る
動
き
に
反
対
し
ま
す
。
ま
た
二
つ
の
県
立
中
学
校
に
お
い
て
一
昨
年
度
か
ら
復
古
的
・
国
家
主
義
的
な
歴
史
教
科
書
の
使
用

を
始
め
た
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
厳
し
く
抗
議
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
で
報
道
機
関
が
権
力
批
判
の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
す
よ
う
求
め
ま
す
。
報
道
や
取
材
活
動
へ
の
不
当
な
規
制
や
介
入
に

断
固
反
対
す
る
と
同
時
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
関
す
る
報
道
の
促
進
、
犯
罪
事
件
に
お
け
る
実
名
報
道
や
安
易
な
犯
人
視
報
道
の
抑
制
な
ど
、

す
べ
て
の
関
係
者
が
真
実
と
公
正
を
貫
き
人
権
の
尊
重
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

二
〇
一
九
年
二
月
一
一
日 
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報
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